
令和５年度座間高等学校 第２回学校運営協議会 議事録 

 

                         日時 令和５年 10月 12日（木） 

                             15時 40分～17時 00分 

 

会議録      

校長挨拶   時候の挨拶 日頃からご協力に感謝している。文化祭もＰＴＡや多くの方のご協力で

無事に終了した。行事も問題なく行われている。今の時期は、部活動の活躍が目立って

いる。少林寺拳法部が全国大会・世界大会に、創作舞踊部が全国、陸上競技部が関東大

会にそれぞれ出場、サッカー部も勝ち残っている。ＨＰも活動の報告など充実した内容

になっている。また、10月 23日から修学旅行で２年生が沖縄にいく旨の報告 

      

      委嘱状  曽根委員へ 

  

４ 議題        

 （１） 教育活動中間報告について  

       各グループから中間評価・報告 

（２）  中間評価を受けての意見交換 

（３） その他 

（４） 令和５年度コミュニティースクール説明会への参加について 

    動画配信・アンケート記入 

５ 閉会 

 

 配布資料 

 １ 学校運営協議会委員長座席表 

 ２ 神奈川県立座間高等学校 学校運営協議会 

 ３ 令和５年度座間高等学校 第１回学校運営協議会 議事録 

 ４ 令和５年度座間高等学校（全日制課程 普通科）におけるスクールポリシー 

（令和４年２月 28日策定） 

 ５ 神奈川県立様高等学校（1972年開校）グランドデザイン（令和４年３月 10日確定） 

 ６ 令和５年度 学校評価報告書（中間評価） 

 ７ 令和５年度 学校評価報告書（目標設定） 

 ８ 令和５年度 学校評価報告書（実施結果）【参考】 

 ９ 令和５年度コミュニティー・スクール説明会の参加について 

 

 

 

 



 

（１） 教育活動中間報告について  

   

学習支援 GL（濱田総括教諭）より 

 １年間の目標である「ICTを活用した授業改善を実践し、生徒のニーズに応えられる質の高い授業

が展開できるように、職員全体が授業力向上に組織的に取り組む」に向けて取り組んでいる。特に

ICTを活用した授業事例を学ぶ機会として授業見学期間を設け、教員間の授業観察の勧めを行った。

課題としては、各教科で見学や改善の取り組みは行われているが、教化以外でも見学や意見交換がで

きるよう学校全体で取り組むことも必要だと感じた。そのために職員全体に周知していくことも必要

だと感じ、改善を進めている。         

 

質疑応答 

  

曽根委員より 

 ―座間高校では ICTに対応できていない生徒は何人くらいいるのか。端末等が用意できない 

ので、授業についていかれない生徒がいるのではないかと気になった。 

   

濱田総括教諭より  

端末がないなど対応できていない生徒はいない。１年生に１名タブレットを購入してい 

ない生徒がいるが、学校から端末を貸与することで対応できている。 

 

 

キャリアデザインガイダンス GL（大曽根総括教諭）より 

    

１年間の目標である「総合的な探究の時間等における探究活動の一層の深化を目指す」に向けて取

り組んでいる。まず探究活動では、個別に知識を獲得させたうえで課題テーマを考えさせた。そこか

らグループ活動を通じ、深い学びに発展させるよう取り組んでいる状況である。12月には 1年生も参

加して行われる発表会があり、その発表に向けて準備をしている。発表会の様子などは、年度末に報

告させていただきたい。 

 

   渡辺会長より 

     ―探究活動は、昨年度も同じように実施されているが、2年生の発表会に１年生も参加して

行われる取り組みは、学校内の連携にもつながるのでよいと感じている。 

     

  キャリアデザインガイダンス GL（大曽根総括教諭）より 

   １年間の目標である「個々のキャリアデザインに基づく揺るぎない目標を持たせ、進路実現を支 

援する」に向けて取り組んでいる。前半は、予備校・ベネッセによる分野別の進路説明会を実施、

9月以降は受験ガイダンスを行い、自分の強みを生かした個々の進路実現に向けて活動して 



いる。指定校の校内選考も無事に終了した。 

 

 

 

    渡辺会長より 

     ―進学指導において担任個人の考えが反映されてしまうことはないのか。また、個々の記録 

は３年間通じて共有されていくのか。 

 

  

   大曽根総括教諭より 

     担任個人の意見が反映されるのではなく、学校のスクールポリシーやグランドデザインが、

キャリアＧ主体で学年や各担任等に共有されている。 

また、個人の記録は、毎年、各学年の担任が二者面談や・三者面談等を行い、その内容を記

入した面談シートを作成している。それを次の年の担任に引継ぎ共有し、３年間生徒の情報が

途切れないように取り組んでいる。 

       

  

  

心と体の健康支援 GL（太田総括教諭）より 

    １年間の目標である「SC・SSWが毎週配置されることでカウンセリングを希望する生徒やニー 

ズに応え、きめ細かい支援を展開していく。」に向けて、引き続き SC・SSWと連携して取り組ん 

でいる。また、９月に「すべての生徒の心の状況を見守るアンケート」を行うサポートドッグ事 

業の取り組みが実施される。このアンケートによって生徒全員の心の状況が把握できるので、教 

員と SC・SSWと担任とで引き続き連携を深め、対応していきたい。 

       

    石井委員より 

     ―SC・SSWの利用が増えているとのことだが、予約の状況などはどうなっているのか。ま

た、SC・SSWの違いをもしかしたら把握していない人もいるのではないか。 

 

    太田総括教諭より 

    予約状況は常に満員だが、空いている時間等、養護教諭や担任と情報を共有しており、大

きな問題もなく対応していただいている。 

環境面の改善や、病院紹介、児童相談所案件など内容によっては、SCから SSWにつないで 

いただくなど連携していただき、SC・SSWのどちらからも繋がれるようになっている。 

  

 

 

 



 

 生徒活動支援 GL（織田総括教諭）より 

１年間の目標である「部活動や委員会活動を通じて、集団活動の意義や活動を行う上で必要とな 

ることを理解し、主体的に社会参画する能力を身につけさせる」に向けて取り組んでいる。今年度 

は体育祭・文化祭、球技大会など行事の中で、生徒が主体的に取り組み、積極的に話し合って活動 

する場面があった。しかしまだ、教員が手をかけすぎてしまうこともあった。これからも大きな行 

事を通じ、生徒の主体性を伸ばすよう支援してきたい。 

    また、部活動では３年生が引退し、新チーム体制がスタートしているところもあるが、サッカー 

部などまだ３年生も残っている部活もあるので、引き続き頑張ってほしい。 

 

  山城委員より 

     ―同窓会に参加して、自分も高校、大学の仲間の存在の大切さを実感した。特に高校の仲間

は人生の中でかけがえのない存在であり、部活動がそうした絆を深めてくれると感じた。 

      

    石井委員より 

     ―先日の野球部の応援に吹奏楽部や創作舞踊部が参加して行われた。そうした交流を通じ

て、部活動間の連携が深まっていくことは良いと感じた。先ほどもサッカー部の大会なども

試合日程などを共有していただき、頑張っている生徒と交流を図っていきたいと思ってい

る。 

    

    織田総括教諭より 

 ―学校のＨＰを活用し、なるべくアップしていきたい。 

 

      

     

   

 教育連携推進 GL（森井総括教諭）より 

     １年間の目標「学校ホームページの有効活用を考え、体裁を整え、見やすく最新情報を発信 

    できるよう速やかに更新していく」に向けて誰でも更新しやすくなるよう講習会を実施した。 

これによって部活動の紹介や写真などが新しく更新された部活も増えた。また、夏の部活動体 

験の参加要項などを各部でホームページにアップしていただき、すべての部活動のホームペー 

ジが新しいものに更新されるような取り組みも行った。しかし、著作権で配慮の必要な生徒は 

いないが、教員のスマートホンで写真撮影ができないなど、シャッターチャンスにタイムリー 

に撮影できないため、良い写真のデータが不足している。 

       

 

 

 



    渡辺会長より 

    ―学校での撮影方法やカメラの扱いを改善できないか。保護者や中学生など、生徒のいきいき 

とした様子などが知りたいのではないか。 

 

   森井総括教諭より  

教員個人のスマートホンで写真が撮影できない状況。顔も出せないので、後姿や風景などの

写真になってしまう。担任も生徒の良い表情を見ても自由に撮影できないなど問題が多い。 

 

   校長より 

      学校にもカメラがあるので、貸出など声掛けしていきたいが、管理などには引継ぎなどの 

問題もあるので学校だけではなかなか改善できない。ただ、ＰＴＡの広報委員さんの写真も 

よい写真が多いので、共有できたらと考えている。そうしたことも含め、やり方を改善 

して、解決していきたい。 

今回の副校長が修学旅行に引率するので、カメラを担当していただき、撮影した写真を

ホームページにアップしていきたい。 

 

 

       

管理学習 GL（佐伯総括教諭）より 

    １年間の目標「公開講座や地域清掃、座間市や近隣地域と協力した防災訓練を通じて、地域と 

の共同を進め、生徒が主体的・対話的で深い学びを通して、効果的な防災訓練を実施できるよう 

に支援する」に向けて取り組んでいる。１２月２２日の午後は防災訓練を実施する。防災では 

なかなか取り上げられにくい「排泄」をテーマに、委員会が中心になり計画しているので、地域 

の方にも参加していただけるよう呼びかけをお願いしたい。 

 

     山城委員より 

      ―防災訓練は、何年か前は炊き出しに参加して印象に残っている。自治会活動もあの頃よ

り高齢化が進み、活動も縮小してしまったが、１２月２２日はできる範囲で協力していき

たい。また、桜田自治会以外のところにも声をかけてほしい。 

 

     曽根委員より 

     ―有事の時の対応について、座間高校は避難場所として可能か。 

 

 佐伯総括教諭より 

避難場所として可能。非常食や防寒グッズの備蓄もある。 

     

 

   



 

 学校管理・運営（副校長より） 

   １年間の目標「私費会計業務や生徒等の個人情報等に関する不祥事防止に重点を置き、組織的 

な取り組みを行う」に向けて取り組んでいる。前年度は２回実施している。また、「出退勤時間の

管理と働き方改革の観点からの業務改善を進める」に向けては、働き方を改善できるよう取り組

んでいる。 

    

３）その他（意見交換） 

    

渡辺会長より 

    座間市は公共のラインがある。学校でも文化祭のお知らせなどラインでの発信はできるのか。 

また、協議会の役員に対して、部活の大会の情報など知らせてもらえないか。 

 

発言者不明    

 

    ―SNSに関しては難しいこともあるが、検討していきたい。 

   

    

  浅野委員より 

     組織として意識が高い取り組みをされていると感じた。引き続きお願いしたい。 

 

  石井委員より 

 

     ＰＴＡでお手伝いできるところはサポーターとして利用してほしい。 

     

  校長より 

     

      ＰＴＡの活動には本当に感謝している。文化祭や教員の手が足りない１１月３日の学

校説明会でもお手伝いをお願いしている。教員が気付かないところも助けていただき、

感謝している。 

 

 

終わりに（ 渡辺会長より ） 

     これからも活動に協力していきたいので、部活動等の情報を発信してほしい。 

     

 

                                       以上 


